
  ２０２０・８・２１ 

 

  3・4・5才クラスの子どもたちがスイカ割りを楽しみました。 

 3才は目隠しなしで、すいかを叩きます。 

われるかな～とドキドキしながらすいかに向かって進み、え～い！棒がこつんとすいかに当たりましたが

なかなか割れませんでした。次の４才児クラスに託しました。 

４才からは目隠しをして挑戦！周りの声援や誘導の声を聞きながらゆっくり進みます。 

せーの！の掛け声に合わせて棒を振り落とすも、「おしい！」すいかのギリギリ横。 

少し当たって、すいかの皮に傷をつけた子もいましたが、やはりなかなか割れず、最後の５才児クラスに

託すことになりました。 

５才児クラスの誘導の声は的確です。「まえ！まえ！すこしみぎ！そこでいいよ！そ～れ！」 

ちょっとおまけで、棒ですいかの位置を確認してから、そ～れ！ 

すいかに棒が当たりさっきよりもひびを増やすことができ、すいかから汁が垂れました。 

でも、なかなか割れないすいか…最後は先生たちも参加！すいかの頭の部分を割ることができましたが 

最終は調理の先生に切ってもらいました。 

ベランダでスイカも食べて、大満足の子どもたちです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


